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１．本マニュアルの目的

訪日外国人旅行者の増加傾向が続く中で、特にFIT（個人手配の海
外旅行）の割合が急激に増加しています。

その方々の多くは、来日前に予め日本の観光地や宿泊地、その間

を移動する交通手段等の情報を調べているはずですが、いざ実際に

日本に来て個人で周遊観光しようとすると、日本語があまりわから

ないため、移動に迷って時間がかかり、予定していた観光地に行け

ない等の問題につながりかねません。

また来日したい、次は別の観光地も訪れたいと外国人旅行者に

思ってもらうためには、バスやタクシーを迷わず利用できる環境を

整えることが重要になります。

このような課題を前提に、本マニュアルでは観光地における二次

交通として、駅などの交通拠点から観光地、さらに次の観光地へと

バスやタクシーを利用する場面を想定し、地域や交通事業者が連携

して整えておいた方が良いと思われる対応について、外国人の目線

をあてて、かつ簡潔に整理したものです。
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２．路線バスに関する情報提供について
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2-1．バス利用に関する外国人旅行者のニーズ
訪日外国人旅行者が拠点の駅から路線バスを利用して観光目的地を周遊する際に

『戸惑う場面』を下図の通り想定し、次頁以降にそれぞれにおける受入対応の方法を

整理しました。

目的地

目的地

駅改札

駅広

駅で、わからない時は、駅
係員や案内所に聞く

バス乗り場の位置がわからない

車内アナウンスだけでは、目的地
に行くのに、どこで降りればいいか
わからない

帰りも降りたバス停から
乗ろうとする習慣がある

？

事前に

バスについての情報をwebサイトで
調べる人が多い

似たようなバス停名に
迷う

フリーパスが使える区間が
わからない

バス停名が日本語だけでは
わかりにくい

１

３

５

５

６

８
google mapが、実際
の時刻表と合ってい
ないことがある

７

１ ～ ： 次頁以降の課題対応場面

図 情報を求める場面と外国人のニーズ

乗る前に、全体図の中で、
現在地や目的地の位置関
係を知りたい

４

バスが時間通りに来ない
ことへの対応

７

路線バスの乗り方が
わからない

２

３

５
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2-2．場面ごとの外国人ニーズへの対応案

Webサイトで網羅的な情報提供１

多くの外国人が、旅行前に観光情報とともに、交通手段についての情報を
webサイトで検索し、旅程をつくっています。
現地においても、交通情報を調べる際に、webサイトが活用されています。
したがって、まずはバス路線図、時刻表、バスの乗り方等の全ての情報を
多言語で紹介するwebサイトを整備することが望まれます。
また、アプリを活用して情報収集を行う旅行者も増加している。最近では、
事業者ごとにアプリ開発などが進んできているが、外国人向けの多言語対応
は整備されていないことが多く、Webサイトとリンクされた整備を行うこと
が望まれます。

阪急バスのホームページでは、トップページに料金や案内、時刻表の案
内がわかりやすいピクトグラムで表示されています。
また、富山地方鉄道株式会社では、路線図や時刻表、料金のホームペー
ジが作成されています。次頁を参照。

整備の例

旅行に出発する前に目的地での交通手段を調べる場面、目的地で観光中に
交通手段を調べる場面を想定。

想定される場面

対応案
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出典：阪急バスホームページhttps://www.hankyubus.co.jp/en/

料金やインフォ
メーション、時刻
表の案内がピクト
グラムで一箇所
にまとまっている
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出典：富山地方鉄道株式会社ホームページhttp://www.chitetsu.co.jp/english/

～
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わかりやすいサイン２

バス停の場所がわかりにくいという問題を解消するために、駅や観光施設
等から最寄バス停までの導線上に、サインを表示します。
その際、英語、韓国語、中国語（簡体字・繁体字）など多言語での表記も
考えられますが、昨今はタイをはじめとする東南アジア諸国からの来訪者も
増加しており、その全てに対応するには表記するスペースが必要になります。
その場合、ピクトサインを活用することでコンパクトに整備できます。

羽田空港では、下の写真の様なピクトグラムを活用したサインや多言語
で表記したわかりやすいサインが整備されています。

整備の例

駅改札や観光施設を出てから、最寄りのバス停をさがす場面を想定。

想定される場面

対応案

ピクトグラムサインを活用した例 多言語での表記例
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必要情報を紙媒体の資料にして、駅係員や案内所、バス車内に設置３

駅や観光案内所の係員が外国語に不慣れな場合でも、外国人旅行者に適切
に情報提供ができるように、バス乗り場の位置、バス路線、時刻表、バスの
乗り方等を、英語等の外国語で案内するチラシを用意します。
また、バス車内においても、降車ボタンや両替機等の使い方を案内するた
めに、英語表記等のシールを貼る簡単な方法があります。

バス車内での英語表記のシールや次頁には、バスの乗り方や電車とバス
の乗り換え等の例になります。

整備の例

訪日外国人旅行者が、駅や観光案内所の係員に、バス乗り場や観光地への
行き方を尋ねる場面を想定。

想定される場面

対応案

整理券の案内

料金の案内

降車ボタンの案内

両替機等の案内

両替機等の案内

出典：茨城交通
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出典：堺市ホームページ
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出典：堺市ホームページ
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新幹線で軽井沢経由でバスに乗り換える場合の案内
出典：草津温泉ポータルサイト
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乗り換え拠点には、現在地・観光地とバス路線の全体がわかる案内板

整備の例

４

初めてのバス停で、目的の観光地に行くバス路線を確認する場面を想定。

想定される場面

外国人旅行者には、路線バスに乗る前に乗るバス停から見た観光地の方向
や距離感、降りるバス停から見た観光地の位置や距離感を知っておきたいと
いうニーズがあります。
そのためバス停には、地図上に現在地、観光地、バス路線及び最寄りバス
停等をプロットした案内板を整備することがお勧めです。

対応案

・いわゆる看板を制作する方法の他、デジタルサイネージ等の電子看板を
用いる方法も考えられます。
・別途、バス路線マップ等を作られている場合には、そのデータを流用
（拡大印刷）して看板に貼ることで対応できます。

拡大した案内図
出典：茨城交通歴史館・偕楽園入口バス停
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バス停名称の多言語化とナンバリング５

日本語表記のバス停名が似ている場合に、外国人は戸惑うことがあります。
また、外国人の場合、誤って復路の際にも往路で来た際の降りたバス停から
乗ってしまう（帰りたい方向と反対方向に乗る）ケースが見られます。
これに対応するために、バス停に「ナンバリング」を施す方法があります。

バス停名でバス路線を確認する場面を想定。

想定される場面

対応案

整備の例

各地の地下鉄や川越市内のバス路線等で、導入されています。

「小江戸名所めぐりバス」のバス停表示
出典：東武バス

「小江戸循環バス」のバス停表示
出典：東武バス

今後は、『枝番』を付与することで、上下線を区別して、外国人が方向を
まちがわないような工夫が考えられます。

例えば、E14-① E14-②

例えば、T-8-① T-8-②
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バス路線マップの作成６

バス車内では、バスロケーションシステム（以下、バスロケ）を導入する
ことで、バスの走行位置等を把握することができます。
略図ではなく、方向と距離感がわかる地図をベースに、観光地、バス路線
及び最寄りバス停、さらにフリーパスがある場合にはそれが利用できる区間
等をプロットした「バスマップ」を多言語で作成し、旅行者に配布します。

バス乗車中に「自分の乗っているバスが、今どのあたりを走行していて、
次に降りるバス停まであといくつなのか」等、自分の現在地やバス停と目的
の観光施設の位置関係を確認する場面や、フリーパスが利用できる範囲を確
認したりする場面を想定。

想定される場面

対応案

整備の例

以下の通り、アプリ、群馬県草
津町、東京都で事例があります。

14
出典：Yahoo 乗換案内



出典：草津温泉観光協会のホームページ

草津温泉Tour Guide
英語
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出典：東京都交通局パンフレット

出典：東京map夢の下町（1/3）
英語
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出典：東京map夢の下町（2/3）
英語

出典：東京都交通局パンフレット
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出典：東京map夢の下町（3/3）
英語

拡大図

出典：東京都交通局パンフレット
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バスロケの整備７

バスロケを導入することで、バスが今どこを走行中で、あと何分くらいで
到着するのか、あるいは既に通過してしまったのか等を、利用者に知らせる
ことができます。
バスロケには、バス停にハード的な専用システムを組み込む方法とバス停
は既存のままでスマートフォンで案内する方法があります。

バスを待っている場合に、自分の乗りたいバスの位置関係を確認する場面
や、フリーパスが利用できる範囲を確認したりする場面を想定。

想定される場面

対応案

整備の例

以下の通り、東京都や埼玉県の導入事例があります。
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埼玉県の例

出典：埼玉県よんdeバス

東京都の例

出典：東京都交通局（都バス運行情報サービス）
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基本的な情報は「オープンデータ」化８

バスの位置情報といった動的データやバス路線図、時刻表、料金表等と
いった静的データを、第三者が利活用できるようにオープンデータ化（機械
判読可能な形式で二次利用可能なルールの下、公開）することで、様々な第
三者による「乗り換え案内」サービス等でエンドユーザーに提供されます。
バス事業者においては、所有しているバス路線図、時刻表、料金表等の
データをオープンデータのフォーマットにして自社のホームページ等で公開
することになります。

① 各事業者では、オープンデータ化できる『情報』を洗い出します。
②『情報』をどのような形式で整理しておくのがオープンデータとしてベ
ターなのか、参考までに、いくつかの情報提供事業者の意見を聞きます。

③『情報』ごとに、Excelフォーマットを決めます。
④『情報』のデータを、Excelフォーマット
⑤ 整理した情報をホームページに掲載して公表します。

第三者が行う「乗り換え案内等の交通案内サービス」で路線バスを紹介し
てもらう場面を想定。

想定される場面

対応案

オープンデータ化への手順（例）

整備の例

次頁に、国土交通省の整備例を紹介します。
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出典：国土交通省（GISホームページ）
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３．タクシーに関する情報提供について
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3-1．タクシー利用に関する外国人旅行者のニーズ

目的地

目的地

駅改札

駅広

駅で、わからない時は、駅
係員や案内所に聞く

タクシー乗り場の位置がわからない

タクシー乗り場に、タクシーが
待機していない時、どうやって
呼べば（予約すれば）いいか
わからない

事前に

交通手段についての情報をweb
サイトで調べる人が多い １

３

６

１ ～ ： 次頁以降の課題対応場面

図 情報を求める場面と外国人のニーズ

４

道路で、走行中のタクシーを
止めたい時、「空車」と「乗車」
の区別がわかりにくい

どのタクシーに乗れば
いいか、わからない

２

５
車内で、運転手との
会話に困る

７

３

訪日外国人旅行者が拠点の駅からタクシーを利用して観光目的地を周遊する際に

『戸惑う場面』を下図の通り想定し、次頁以降にそれぞれにおける受入対応の方法を

整理しました。
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3-2．場面ごとの外国人ニーズへの対応案

Webサイトで網羅的な情報提供１

多くの外国人が、旅行前に観光情報とともに、交通手段についての情報を
webサイトで検索し、旅程をつくっています。
現地においても、交通情報を調べる際に、webサイトが活用されています。
したがって、まずは地域で輸送サービスを行っているタクシーの車両及び
カラーリング、駅など乗り場、乗り方、料金、支払方法等を網羅的に多言語
で紹介するwebサイトを整備することが望まれます。
また、アプリを活用して情報収集を行う旅行者も増加しており、最近では、
事業者ごとにアプリ開発などが進んできているが、外国人向けの多言語対応
は整備されていないことが多く、Webサイトとリンクされた整備を行うこと
が望まれます。

東京ハイヤー・タクシー協会では、次頁のようなホームページが作成さ
れています。

整備の例

旅行に出発する前に目的地での交通手段を調べる場面、目的地で観光中に
交通手段を調べる場面を想定。

想定される場面

対応案
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出典：東京ハイヤー・タクシー協会ホームページ

27



出典：ＪＮＴＯホームページ
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わかりやすいサイン２

タクシー乗り場がわかりにくいという問題を解消するために、駅改札や観
光施設出入り口等から最寄のタクシー乗り場までの導線上に、誘導サインを
表示します。
その際、英語、韓国語、中国語（簡体字・繁体字）など多言語での表記も
考えられますが、昨今はタイをはじめとする東南アジア諸国からの来訪者も
増加しており、その全てに対応するには表記するスペースが必要になります。
その場合、ピクトサインを活用することでコンパクトに整備できます。

羽田空港、京都駅では、次頁のようなサインが整備されています。

整備の例

駅改札や観光施設を出てから、最寄りのタクシー乗り場をさがす場面を想定。

想定される場面

対応案
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多言語での表記例（ＪＲ京都駅中央口）
30

ピクトグラムサインを活用した例（羽田空港）



必要情報をチラシ等にして、駅係員や案内所、タクシー車内に設置３

駅や観光案内所の係員が外国語に不慣れな場合でも、外国人旅行者に適切
に情報提供ができるように、タクシー乗り場の位置、乗り方、料金、支払方
法、車両デザインやカラーリング等を、英語等の外国語で案内するチラシを
用意し、駅、観光案内所、タクシー車内に設置します。
チラシには、観光地ごとに最寄りのタクシー会社の案内を添えることで、
帰路に際にも役立ちます。
チラシの他には、パソコンやモバイル端末を用意して、インターネットで
１で示したwebサイトを外国人旅行者に見せる方法もあります。

次頁は、大分タクシー協会の例です。

整備の例

訪日外国人旅行者が、駅や観光案内所の係員に、タクシー乗り場や観光地
への行き方を尋ねる場面を想定。

想定される場面

対応案
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出典：大分タクシー協会ホームページ

タクシーを呼ぶ場面
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出典：大分タクシー協会ホームページ

タクシーに乗る場面

タクシーに乗った後
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出典：大分タクシー協会ホームページ

目的地についたら
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タクシー乗車位置のわかりやすい案内

整備の例

４

多くのタクシーが待機している乗り場にて、乗り場を迷う場面を想定。

想定される場面

駅前広場等でタクシーが数多く待機している場合に、初めて利用される方
が、どこが乗車位置なのか迷わないように、『乗車位置』という表記を多言
語でわかりやすく表示します。
コンシェルジュを配置し、利用をお手伝いする場合もあります。

対応案

以下は、東京駅の例です。

多言語やピクトグラムサインを活用した例（ＪＲ東京駅丸の内口）
35



サービス風景

タクシーコンシェルジュ（博多駅）

フォーリンフレンドリータクシー（京都駅）
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コミュニケーションツールの整備５

外国語が苦手な運転手が外国人からの問いにある程度応えられるように、
指差し会話集やスマートフォン等による自動翻訳機能の活用が考えられます。

タクシー車内で、運転手と会話する場面を想定。

想定される場面

対応案

整備の例

「東京観光タクシー」において、多言語
音声翻訳システムを活用した訪日外国人
向け社会実証を開始します。

出典：ＫＤＤＩホームページ
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出典：福岡市タクシー協会公式サイト
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予約アプリの多言語化６

３のチラシの他に、昨今は最寄りのタクシーをwebで呼ぶサービスが提供
されています。これを外国人も利用できるように多言語化することが考えら
れます。

一般道路から離れた観光施設等の前で、タクシーを呼びたい場面を想定。

想定される場面

対応案

整備の例

次頁は、全国タクシーの配車アプリです。（これを多言語化します）

画面左：全国タクシー配車、画面中：つばめタクシー、画面右：京王タクシー
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「空車」表示の外国語表示７

タクシー実空車表示機はスペースが小さいため、日本語と英語の表示を交
互に点滅させる方法が考えられます。
その他、「空車」や「乗車」等の表示方法のユニバーサルデザインを検討
し、将来的には統一化を図ることも考えられます。

道路を走行中の「空車」タクシーを止めたい場面を想定。

想定される場面

対応案

整備の例

以下の通り、MKタクシーで導入事例があります。

MKタクシー（京都市）は乗客がい
るかどうかを示す「実空車表示
機」で日本語の「空車」の文字と
英語とを併記する試作品をつくり、
平成26年12月から京都・滋賀の一
部で先行して約10台を走らせた。
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出典：日本経済新聞


